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平成26年度予算見積調書

B112

課室名:課室名:道路街路課

内線:内線:5064

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成24年度～
平成26年度

会計 款 項 目

一般会
計

都市計
画費

土木費 街路事業費

説明事業

まちのシンボルロード整備費

戦略項目

担当名:担当名:総務・団体担当

都市計画法第５９条第２項 10　　　みどりと川の再生

040101　みどりの再生（身近な緑の保全・創出・活用）

予算額

決定額 17,26017,260

前年額 11,70011,700

3,4523,452

2,3402,340

9,9129,912

6,5526,552

3,8963,896

2,8082,808

5,5605,560

分担金
前年との

及び負担金
対比

財　　源　　内　　訳

繰入金
一般財源

番号

まちのシンボルロード（街路）事業費

１　事業の概要

　「まちの顔」となる道路を整備することで、地域の方

々が愛着を持ち、通行する方々が地域らしさを実感でき

る道路空間を実現する。

(１) まちのシンボルロード（街路）事業費

　　　　　　　　　　                  　17,260千円

２　事業主体及び負担区分

　（県４／５, 市１／５）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

（１）事業費に係る人件費　7,600千円（0.8人）

（２）組織の新設、改廃及び増員　なし

５　事業説明

（１）事業内容

　　ア　まちのシンボルロード（街路）事業費

　　　　　都市計画決定された道路について、自転車と歩行者の通行空間を分けるためのラインや境界ブロックを設置
　　　　するとともに、自転車歩行者道内に街路樹を植樹する。

（２）事業計画

　　　　都市計画道路駅前東通線（東松山市）外１箇所

（３）事業効果

　　　　歩行者と自転車を分離することで道路利用者の安心安全が図られ、並木道を整備することで、連続した緑によ
　　　る木陰が創出されるなど、環境の向上が図られる。

(単位：千円)

分野施策


